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資料１

旭　　区

令和３年　第２回

区づくり推進横浜市会議員会議資料

令和 ３ 年 度 執行計画

令和３年６月11日

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
あさひくん

～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～
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（単位：千円）

令和３年度
予算

令和２年度
予算

増▲減 増▲減率

832,862 831,997 865 0.1%

自主企画事業費 103,871 103,506 365 0.4%

統合事務事業費 51,168 50,785 383 0.8%

統合事務費 26,675 26,705 ▲ 30 ▲ 0.1%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱にに関する経費など）

24,493 24,080 413 1.7%

677,823 677,706 117 0.0%

（単位：千円）

令和３年度
予算

令和２年度
予算

増▲減 増▲減率

1,000 0 1,000 100.0%

5,046 8,441 ▲ 3,395 ▲ 40.2%

令和３年度　旭区個性ある区づくり推進費予算概要

※１区だけでは解決できない地域の課題解決に向け、所管局へ事業提案し、区と局が連携して実施する事業で
す。

※２市民局及び各所管局の財源を活用して実施します。
（１） 地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業

ＳＤＧｓ未来都市推進プロジェクト事業費：温暖化対策統括本部からの区配

（２） 元気な地域づくり推進事業
元気な地域づくり推進事業費：市民局からの区配

旭区で企画する主な区配事業※２

その他の事業費

区　　分

個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費

区　　分

（１）自主企画事業費（個性ある区づくり推進費）
地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細やかに対応するための事業費で、区が独自に企画し、区自らが執行する事
業費です。

（２）統合事務事業費（個性ある区づくり推進費）
各課の運営に係る事務費（統合事務費）と、各種委員の任命・委嘱などに関する経費（統合事業費）（自主企画事業費から分
離された事業）です。

（３）区庁舎・区民利用施設管理費（個性ある区づくり推進費）
区庁舎をはじめとした、公会堂、地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

区局連携促進事業※１
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（単位：千円）

3年度予算 2年度予算 増▲減 課　　名

1 青少年健全育成事業 564 593 ▲ 29 地域振興課

2 子育て支援情報提供事業 4,309 4,210 99 こども家庭支援課

3 子育て・若者支援事業 3,520 3,487 33 こども家庭支援課

4 保育所地域子育て支援事業 5,839 6,126 ▲ 287 こども家庭支援課

5 地域福祉保健計画事業 3,216 4,137 ▲ 921 福祉保健課

6 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 3,203 2,780 423 福祉保健課

7 健康生活支援事業 2,783 3,707 ▲ 924 福祉保健課

8 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 1,308 1,197 111 高齢・障害支援課

9 高齢者生きがいづくり支援事業 865 245 620 高齢・障害支援課

10 障害者ネットワーク推進事業 2,326 2,026 300 高齢・障害支援課

11 ＤＶ対策事業 927 852 75 こども家庭支援課

1 災害に強い区づくり事業 11,369 10,208 1,161
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 4,281 3,869 412 地域振興課

3 交通安全対策事業 5,569 5,596 ▲ 27 地域振興課

4 安全で安心な食と生活環境支援事業 1,371 655 716 生活衛生課

1 旭区広報事業 3,035 2,006 1,029 区政推進課

2 区政運営推進費 3,200 3,200 0 区政推進課

3 あさひ魅力発見事業 3,216 3,416 ▲ 200
区政推進課
地域振興課

4 商店街振興事業 300 300 0 地域振興課

5 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 722 722 0 地域振興課

6 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業 5,777 4,742 1,035
区政推進課
地域振興課

7 自治会町内会活動支援事業 3,811 3,811 0 地域振興課

8 旭ふれあい区民まつり 3,300 3,300 0 地域振興課

9 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 960 1,080 ▲ 120 地域振興課

10 街の美化運動事業 540 704 ▲ 164 地域振興課

11 区民スポーツ事業 3,371 4,673 ▲ 1,302 地域振興課

12 文化芸術による心の豊かさ推進事業 5,792 5,792 0 地域振興課

13 「みなくる」自主事業活動費 1,363 990 373 地域振興課

14 読書活動推進事業 300 300 0 地域振興課

１ 希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 3,100 3,000 100 区政推進課

2 SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 2,000 4,000 ▲ 2,000 区政推進課

1 チーム旭で進める満足度向上事業 700 700 0 総務課

2 一時託児サービス事業 974 917 57 総務課

3 区民に身近で信頼される区役所事業 9,960 8,421 1,539 総務課

103,871 101,762 2,109

事 業 別 一 覧 表

Ⅲ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化によるつながりを推進

事業名

Ⅴ　着実に推進する取組

Ⅰ　安心・健やかな暮らしの推進～地域で支え合い安心して自分らしく暮せるまち～

Ⅱ　安心・健やかな暮らしの推進～安全で安心して暮らせるまち～

Ⅳ　「SDGs未来都市・横浜」郊外部モデルの推進

自

主

企

画

事

業

※ ２年度予算額については、廃止事業の「旭ウオーキングムーブメント創生事業」「旭区生活困窮者自立支援若年層向け広報啓
発事業」を含めると、合計103,506千円になります。
※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性があります。

合　計
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（単位：千円）

3年度予算 2年度予算 増▲減 課　　名

26,675 26,705 ▲ 30 総務課

1 広報よこはま　あさひ区版発行事業 9,477 9,015 462 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,057 2,038 19 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,518 1,860 ▲ 342 地域振興課

4 消費生活推進事業 785 735 50 地域振興課

5 緊急時情報システム運用事業 880 882 ▲ 2 総務課

6 スポーツ推進委員支援費 4,705 2,278 2,427 地域振興課

7 青少年指導員事業 3,061 5,262 ▲ 2,201 地域振興課

8 学校・家庭・地域連携事業 1,830 1,830 0 こども家庭支援課

9 健康づくり月間 180 180 0 福祉保健課

合　計 51,168 50,785 383

３年度予算 ２年度予算 増▲減 課　　名

677,823 677,706 117
総務課

地域振興課
土木事務所

３年度予算 ２年度予算 増▲減 課　　名

郊外部における働く場の創出事業 1,000 0 1,000 区政推進課

3年度予算 2年度予算 増▲減 課　　名

1 地域におけるＳＤＧｓ未来都市の推進事業 3,000 4,000 ▲ 1,000 区政推進課

2 元気な地域づくり推進事業 2,046 4,441 ▲ 2,395 区政推進課

5,046 8,441 ▲ 3,395

事業名

Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

(1) 統合事務費

事業名

合　計

Ⅸ

旭
区
で
企
画
す
る

主
な
区
配
事
業

Ⅵ

統
合
事
務
事
業
費

(

2

)

統
合
事
業
費

事業名

事業名

Ⅷ

区
局
連
携

事
業
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Ⅰ安心・健やかな暮らしの推進～地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち～

１　青少年団体等活動補助事業【243千円】

・旭区子ども会育成連絡協議会や旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡

会の青少年団体が実施する事業に対し、補助金を交付

２　こども未来発見事業【321千円】

・小学生を対象に自然科学(理科)への興味・関心を高めるため、横浜市立

横浜サイエンスフロンティア高等学校と連携し「天文教室」を開催

（４年１月）

・夏休みに小学生向け講座を開催（８月）

理科実験教室及びプログラミング教室

Ⅰ―１ 青少年健全育成事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

564 千円 593 千円

事 業 達 成
指標・目標

▲29 千円

事 業 概 要
　青少年団体が行う青少年の健全育成を目的に実施する事業を援助します。ま
た、小学生向けに科学体験イベントを実施します。

執 行 計 画

・こども未来発見事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

旭区⼦ども会育成連絡協議会
育成者研修会の様⼦（2年10⽉開催）

天文教室(星空観察、ミクロの世界）の様子（31年１月開催）
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１　子育て支援情報ＰＲ事業【1,200千円】

・旭区子育てガイドブック「とことこ」を作成し、こんにちは赤ちゃん訪問や

　転入手続の際に配付

・母子手帳交付時から、成長の節目ごとに、子ども・家庭支援相談の周知用

　リーフレットやグッズを配付

２　乳幼児健診における育児講座(のびのび広場事業)【2,159千円】

・ 乳幼児健診の待ち時間を活用し、食事や歯磨きなど発達に合せた講座

　（のびのび広場事業）を実施（４か月、１歳６か月、３歳児健診）

・乳幼児健康診査事業（こども青少年局）

乳幼児の心身の発達状況を確認し、早期に適切な支援を行う

ため、区役所及び医療機関において健診を実施します。

３　タブレット利用情報提供【432千円】

・お客様のニーズに合った情報を提供するため、窓口や家庭訪問時に

 　タブレットを活用して、本市がインターネットで提供する最新の子育て

　情報等を参照しながら、きめ細かに案内

４　こんにちは赤ちゃん訪問記念品事業　【518千円】

・赤ちゃんの生まれた家庭をお祝いするために、こんにちは赤ちゃん訪問時に

　あさひくんグッズやベビークーポン券をプレゼント

・こんにちは赤ちゃん訪問事業（こども青少年局）

地域の訪問員が生後４か月までの赤ちゃんのいる全家庭を

訪問し、子育てに関する情報提供などを行い、子育てを

応援します。

　

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・子育てガイドブック配付　5,000部
・子ども・家庭相談リーフレット配付　6,000枚
・乳幼児健診における育児講座　83回　・お客様へのニーズに合った情報の提
供、案内　・こんにちは赤ちゃん訪問記念品、ベビークーポン配布　1,600個

99 千円

事 業 概 要
　妊娠期からの「親育ち」や他者との繋がりのなかで安心して子育てができるよ
う、気軽に子育ての相談ができる窓口や地域における子育て資源の情報を様々な
方法により提供します。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

関連する主
な区配事業

Ⅰ－２ 子育て支援情報提供事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

4,309 千円 4,210 千円
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１　妊娠期支援事業【352千円】

(1)妊娠・出産マイカレンダー（子育て世代包括支援センターモデル事業）

・妊娠～出産、産後がイメージできるよう妊娠・出産マイカレンダーを作成

面接時に配付、妊婦が安心して出産・養育できるよう個別支援を実施

・子育て世代包括支援センター事業(こども青少年局)

２年度　18区に母子保健コーディネーターが配置され、

妊娠期からの切れ目のない個別支援を提供します。

(2)両親（母親）教室

・父親の積極的な育児参加を図るため、沐浴体験や育児講座等を行う両親教

室を、年４回土曜日に開催

２　地域育児（赤ちゃん）教室【1,066千円】

・第１子の養育者を対象に、地域における仲間づくりの場の提供や子どもとの

関わりなどを学習する教室を開催

３　 発達障害児等支援事業【746千円】

・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、子どもの

視点に立った関わり方や親子関係の築き方について講座を開催

・自立支援協議会との協働により、発達支援事業所の案内パンフレットを作成

４　児童虐待予防事業　【487千円】

(1) 親エール事業

・子育てを応援するため、一番悩みの多い幼児期のコミュニケーションや

しつけに関するリーフレットを作成・配付し、子育て世代の支援を実施

(2) 養育支援教室（アンダンテ）

・育児不安を抱える養育者を対象に、リラクゼーションのためのヨガや

グループミ―ティングを行い育児不安の解消を図り、適切な育児ができる

よう支援する教室を実施

(3) ベビーマッサージ教室

・強い育児不安など養育支援が必要な親子を対象に、ベビーマッサージを

通して乳児早期から養育者と児の絆形成を支援する教室を実施

・ファミリーサポートクラス(こども青少年局)

育児不安を抱える保護者等を対象に、カウンセラー等を

交えてグループミーティングを実施し、育児不安の解消

を図り、養育支援を行います。

33 千円

事 業 概 要

　地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで様々
な悩みや不安をしっかりと受け止め、地域で子育て支援者などと連携により、
個々のニーズに沿った支援を進めます。また、困難を抱える若者の社会参加しや
すい環境づくりにも取り組みます。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

関連する局
事業

Ⅰ－３ 子育て・若者支援事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,520 千円 3,487 千円
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５　子育て支援連絡会【249千円】

・区民と関係機関・行政との協働により、安全に安心して子育てができる街づ

くりを目指し、地域の支援者の子育て支援力を高めるための講演会や支援者

の学習会を子育て支援連絡会主催で開催

６　ひとり親家庭相談支援事業【500千円】

・ひとり親世帯を対象に、児童扶養手当現況届及び母子父子寡婦福祉資金貸付

の申請受付時に、子どもの教育など家庭全般についての相談を相談員(社会

福祉職)を配置して実施

７　困難を抱える若者支援事業【120千円】

・ひきこもり等の困難を抱える若者の将来的な社会参加・就労に向け、西部

ユースプラザ、福祉施設や地域団体等と連携し、地域・ボランティア活動

　等への参加によって社会の中での人々とのコミュニケーションや役割を担

　うことを体験することで、社会参加や就労への意欲を醸成

区役所において、ひきこもり等の困難を抱える専門相談を

実施（月２回）

・ひきこもり等の若者支援セミナー・相談会

支援につながっていない若者や家族に対する相談のきっかけ

づくりや、地域住民がひきこもり等の若者の理解を深める

ことを目的として、セミナー兼相談会を実施

（区内全地域ケアプラザ13か所で各１回）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・両親(母親)教室 ４回　120人
・地域育児教室　　112回　1,500人    ・発達障害児等支援事業　９回　100人
・ベビーマッサージ教室　８回  120人 ・養育支援教室　12回　80人

Ⅰ－３ 子育て・若者支援事業 こども家庭支援課

・ひきこもり等の困難を抱える若者の専門相談

執 行 計 画

関連する局
事業

（こども青少年局）

（こども青少年局）
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１　保育所を活用した養育支援強化事業 【2,152千円】

(1) 臨床心理士配置による養育支援事業

・区内私立保育施設等での臨床心理士の相談支援や研修を実施

（平成30年度から、市立保育所への派遣は、こども青少年局の事業として、

　全市で統一的に展開）

(2) 保育士への全体研修事業

・児童虐待の専門家（※）による保育士対象の研修を実施（６/14）

集合研修だけでなくオンライン配信も実施（６/28～７/２）

研修テーマ「コロナ禍の生活における保育支援について」

※子どもの虹情報研修センター　研究部長　増沢高氏

・保育臨床の専門家（※）による保育士対象の研修を実施

集合研修だけでなくオンライン配信も実施

※白百合心理・社会福祉研究所　所長　青木紀久代氏

・区内保育所で相談支援を行う臨床心理士による研修を実施

オンライン配信で開催

・保育所への臨床心理士派遣事業（こども青少年局）

臨床心理士を保育所に派遣し、保育所職員に対する保護者

対応や支援のあり方についての相談・助言を行います。

２　保育のひろば事業 【840千円】

・区内保育所等が連携して遊びや食育、保育施設の紹介等を行う子育て応援

イベント「あさひ子育て保育園ひろば」を実施（10月、旭公会堂）

　また、区内４エリアでミニ保育園ひろばを実施

Ⅰ－４ 保育所地域子育て支援事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

5,839 千円 6,126 千円 ▲287 千円

関連する局
事業

事 業 概 要
　保育所が様々なニーズをもつ保護者を受け止め、支えながら、安心して地域で
子育てができる場となるよう、臨床心理士の配置による相談支援や地域との連
携、区内保育所連携強化に取り組みます。

執 行 計 画
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※以下の３から４の事業については市立保育所で実施

３　地域交流事業【1,590千円】

(1) 食育推進

家庭で子育てをしている保護者を対象に、離乳食や食事、おやつを手作りす

ることの大切さを伝える食育講座や園の給食を有料で提供するランチ交流を

実施

(2) 図書の貸出

地域の乳幼児がいる親子を対象に、絵本の貸し出しや家庭での読み聞かせの

大切さや楽しさを伝える取組を実施

(3) 交流スペースの提供

園の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行う親子

の居場所づくりを進める

(4) みんなの保育園応援隊

地域の方が保育園でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びや

ものづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施

４　新　保育園ネットワーク環境整備事業【1,257千円】

コロナ禍においても公立保育園と民間保育園等の連携・協力を推進でき

るよう、タブレット端末等を活用したオンラインによる会議や研修を実施し、

保育の質の向上や地域の子育て支援の充実を図る

市立保育所を中心とした保育資源ネットワークを構築し、

保育の質の向上と地域子育て支援の充実を図ります。

民間の保育施設等において地域の親子に向けたイベント

等を実施し、交流を通じた子育て支援を行います。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・臨床心理士配置による養育支援事業　保育士等対象の研修実施　３回
・保育のひろば事業　300人　・交流スペースの提供　週５日
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数　80人
＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性もあ
ります。

Ⅰ－４ 保育所地域子育て支援事業 こども家庭支援課

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

・市立保育所を活用した保育資源ネットワーク（こども青少年局）

・認定こども園及び保育所地域子育て支援事業（こども青少年局）
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１　地域福祉保健計画推進・普及啓発事業 【2,541千円】

・令和３年10月を目指し、第４期旭区地域福祉保健計画（全域計画、

地区別計画）を策定

・計画の認知度向上を図るため概要版及び地区別版の全戸配布の実

施、広報よこはまあさひ区版への掲載、普及啓発に係る企画等

・きらっとあさひ地区連絡会（年１回：10月）、地区別支援チーム研修

（２回：５月25・26日、10月）の実施

・地区活動者向け研修会の開催（年１回）

２　地域福祉保健推進会議（９月） 【298千円】

・旭区の保健・医療・福祉等の関係団体等との連携強化を図るために開催

・地域福祉保健施策の総合的な推進のため、関係団体等から意見聴取、

情報交換

３　きらっとあさひ福祉大会（２月） 【377千円】

・地域福祉保健計画推進の取組内容の紹介や、地域福祉保健活動の啓発

・社会福祉功労者（団体）への顕彰

・第４期区計画の公表

 ・第４期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）

・きらっとあさひ福祉大会での地域福祉保健計画の取組の情報共有・発信

事 業 達 成
指標・目標

事 業 概 要

「地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち旭区」を目指し、区民・事
業者・行政・社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が協働し、第４期旭区地域福
祉保健計画（計画期間：令和３年度～令和７年度）の推進・普及啓発に取り組
みます。

執 行 計 画

Ⅰ－５ 福祉保健課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,216 千円 4,137 千円 ▲921 千円

地域福祉保健計画事業
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１ジュニアボランティア体験事業～民生委員とともに～【2,244千円】

２　民生委員活動支援事業【959千円】

・主任児童委員PRイベント（ゆかいなコンサート）

旭区主任児童委員連絡会に補助金を交付、区内未就学児、保護者などが

参加するコンサートの開催（秋ごろ）

・民生委員制度普及啓発

地域住民の理解を深めるため、区民まつりへの参加やパネル展等の実施

自治会町内会及び連合町内会へ普及啓発チラシ等を配布

地域の見守り活動等を行う民生委員・児童委員に対し、

活動費を支給します。

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業

（健康福祉局）

本市が保有する在宅で75歳以上のひとり暮らし高齢者等の

情報を民生委員、地域包括支援センターに提供し、訪問等

を通じて地域の見守り活動等につなげられるよう取り組み

ます。

執 行 計 画

事 業 達 成
指標・目標

・ジュニアボランティア参加者数 300人
・経験者交流会 各地区１回
・子育て世代が親子で楽しめる機会の提供 年１回
＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性があります。

事 業 概 要
ジュニアボランティア体験事業など、民生委員の活動を支援することにより、
地域のつながりづくりを推進します。また、活動内容や制度が地域住民に広く
理解されるよう普及啓発を行います。

・旭区民生委員児童委員協議会に補助金を交付、区内小学５、６年生から募集
したジュニアボランティアが、民生委員とともに各種福祉活動、赤い羽根共
同募金活動、地域の行事等に参加

・事業20周年を契機に、旭区全地区のジュニアボランティアを対象とした体験
会の開催によるボランティア活動の一層の充実

【開始時期】平成12年度 【令和３年度参加予定者数】300人
【累計参加予定者数】5,345人

（令和元年度現在：5,045人）
・ジュニアボランティア就任式　７月、旭区民文化センター　サンハート
・体験発表会の開催　12月、旭公会堂
・参加者全員の体験感想文集の発行（950部、３月）
・地区ごとに経験者を対象とした交流会を開催（３月まで）

・民生委員・児童委員事業（健康福祉局）

関連する
主な区配
事業

Ⅰ－６ 福祉保健課 

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,203 千円 2,780 千円 423 千円

 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業
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※新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえて感染防止対策を

考慮した方法での事業実施

１　ウォーキングフレンズ事業【461千円】

・子育て世代の女性や運動習慣のない方に対しウォーキング等の健康づくり

の啓発を実施

２　健康づくり環境整備【195千円】

・運動習慣醸成のため健康アドバイス等を記載したプレートを講座等で活用

３　働き・子育て世代の健康応援事業【812千円】

・区内の企業・施設へ生活習慣病予防の普及啓発実施

・地域の子育て世代に対し健康啓発の実施

・保健活動推進員による健康啓発の実施

４　親子歯みがき教室【651千円】

・９か月（上２本生え揃った頃）から14か月の乳幼児とその保護者を対象に

虫歯予防の講話、歯みがき実習、保護者のむし歯菌検査を実施（年12回）

５　歯周病予防教室【155千円】

・成人・高齢者を対象に歯周病予防講話、歯みがき実習、舌体操を実施

（年２回）

６　保健活動推進員による禁煙推進・受動喫煙防止活動【228千円】

・幅広く区民に対し、禁煙推進・受動喫煙防止啓発を、保健活動推進員の

地区活動の中で自主的に実施

７　おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【281千円】

・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進するため、

ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施

Ⅰ－７  健康生活支援事業 福祉保健課 

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

2,783 千円 3,707 千円

事 業 達 成
指標・目標

・ウォーキング等の運動習慣・啓発の実施
・感染対策を考慮した方法で生活習慣病予防、口腔衛生、食育の啓発を実施
・保健活動推進員と連携して禁煙に関する啓発を実施

▲924 千円

事 業 概 要
　区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など生活習
慣病の予防への取組みを推進します。特に20～40代の働き・子育て世代の健康
づくりを推進し、50年後も健康でいられる区民を一人でも多く増やします。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

　市民の健康づくり推進事業（健康福祉局）

　乳幼児期から高齢期まで健康の維持増進事業を展開しま
す。特に子育て世代に禁煙・食育・運動習慣醸成活動を行
います。例）両親教室での受動喫煙防止、体力測定、離乳
食教室など
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１　地域活動の推進【308千円】

昨年度、平成23年から取り組んできた「認知症をみんなで支えるまち」

事業の振り返りを行い、新たな取組み目標として「啓発」「居場所」

「連携」「若年認知症支援」を設定しました。地域支援連絡会で周知

するとともに、事業化に向け、関係機関と連携し、具体的な取組の検討　

を進めます。

・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（７月）

構成員：警察、民生委員、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、

薬剤師会、ケアマネジャー、地域ケアプラザ、認知症の家族会、

医療機関、徘徊SOSネットワークシステム協賛店、発見協力機関等

・徘徊SOSネットワークシステム活用の充実

２　啓発活動の展開【1,000千円】

・啓発活動　　キャラバンメイトや認知症サポーターと協力した対応模擬

訓練の実施（感染症対策の一環で動画を作成し商店街等に貸出）

・啓発アルツハイマーデー（９/21）にちなんだ啓発活動

・認知症支援事業（健康福祉局）

専門医により、簡易診断や家族指導、高齢者保健福祉相談

（もの忘れ相談）を実施します。

・もの忘れ検診事業（医療機関委託）

・地域で支える介護者支援事業（健康福祉局）

認知症への理解を促進する普及啓発事業を実施します。

・地域づくり型介護予防事業（健康福祉局）

元気づくりステーション事業、地域リハビリテーション

活動支援等を実施します。

コロナ禍による外出制限が続く中、高齢者の身体機能の低下や認知症の進
行、介護者の負担の増加が危惧されます。

コロナ禍の中、認知症の人や家族が安心して暮らせるよう、関係機関と連携
し、高齢者の孤立化を防ぐなど地域支援を進め、認知症に対する正しい知識・
理解の普及を促進します。

執 行 計 画

関連する
主な区配

事業

事 業 達 成
指標・目標

・地域支援連絡会　年１回開催
・若年認知症支援や居場所づくり等の課題解決に向けた事業化の検討実施

事 業 概 要

Ⅰ－８ 高齢・障害支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,308 千円 1,197 千円 111 千円

認知症をみんなでささえるまちづくり事業
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１ 　老人クラブ支援事業【813千円】

・旭区老人クラブ連合会と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

・オンラインでの講演会等開催など、実施方法を工夫【拡充】

・「かがやきクラブ旭」の愛称ＰＲと会員数増の取組を推進

・３年度共催事業　９回実施予定

【事業スケジュール】

２　友愛活動員支援事業【52千円】

・研修会等の開催により、友愛活動員の友愛活動を支援

事 業 達 成
指標・目標

・共催事業開催数　９回
・オンラインでの講演会等の実施
・老人クラブ新規加入者数　900人

10月 囲碁・将棋大会

12月 単位クラブ役員研修会

１月 会長研修会

２月
ことぶき大学

趣味の作品展

３月 いきいき活動慰安大会

事 業 概 要
　高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができるよう、
老人クラブ・友愛活動への支援を行うことにより、地域高齢者福祉の推進を図
ります。

執 行 計 画

６月 輪投げ大会【延期】

７月 健康を進める運動講演会

７月 友愛活動員研修会

Ⅰー９ 高齢者生きがいづくり支援事業 高齢・障害支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

865 千円 245 千円 620 千円

拡
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１　関係機関連携強化・社会参加支援事業【815千円】

・旭区ふれあいスポーツ大会を開催

（旭区ふれあいスポーツ協議会へ補助金交付）

精神障害者の所属する事業所や団体を対象としたスポーツ大会

６月（ボッチャ体験会）、10月（ボッチャ）

・精神科嘱託医派遣

地域ケアプラザと連携して、地域に精神科嘱託医を派遣し、精神障害の

ある方の個別相談や支援者向けの事例検討会等に参加し、適切な助言

指導等を６回実施

・令和２年度に改訂した旭区障がいサポートガイド「みんなで暮らそう

旭区」（区内の障害事業所等の活動内容を紹介する冊子）の増刷

２　　普及啓発事業【1,511千円】

・旭区精神保健福祉セミナーを開催（２月）

精神障害当事者の体験発表と有識者による講演会の２部構成

主催：旭区役所、共に歩む市民の会

※オンライン開催の運営委託、配信用動画編集・作成等について実施予定

・地域精神保健福祉講座（年２回）

精神障害について地域の関係者や支援者向けの普及啓発を実施

・障害者施設健康増進出前講座（年５回）

障害者施設で、通所している障害者や施設職員を対象に、栄養、口腔衛生

についてなど、健康増進のための講座を実施

・障害者施策の推進（健康福祉局）

各区で地域・区民を対象に｢障害者に対する理解を深める｣

研修・啓発を実施します。

・精神保健福祉対策事業（健康福祉局）

精神障害者向けの生活教室や個別相談等を実施します。

　精神障害のある方が、地域で安心して暮らせるように、関係機関との連携強
化や社会参加支援への取組を行うとともに、地域に精神科嘱託医を派遣して、
個別相談や支援者への助言指導等を行います。また、障害に対する理解を深め
る普及啓発の取組として、セミナーや支援者向けの研修を行います。

執 行 計 画

関連する
主な区配

事業

事 業 達 成
指標・目標

・精神保健福祉セミナーの申込件数　　300件
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計60人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 ５施設で実施
・精神科嘱託医派遣　６回実施

事 業 概 要

Ⅰ―10 障害者ネットワーク推進事業 高齢・障害支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

2,326 千円 2,026 千円 300 千円

拡
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ＤＶ対策事業【927千円】

・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律

相談を実施（月１回、年12回）

・ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

心理士による個別カウンセリングを実施（月１回、年12回）

Ⅰ－11 ＤＶ対策事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

927 千円 852 千円 75 千円

事 業 概 要
　女性弁護士によるＤＶ法律相談を月１回実施し、離婚や親権など法律的問題の
解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを月１回実施し、
心理的ケアを行うことで、ＤＶ被害女性の尊厳の回復や精神的自立に繋げます。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ＤＶ被害者に対し、法律的解決や心理的ケアなどの相談を行い、関係機関と
連携して自立につなげる
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Ⅱ　安全・健やかな暮らしの推進～安全で安心して暮らせるまち～

１　防災訓練事業（総務課）【380千円】

・地区連合が主催し実施する防災訓練への支援

実施時期：６月～11月頃

訓練を実施した地区連合に各20,000円

２　　　防災活動事業（総務課）【8,323千円】

・身近で小規模な単位での安否確認訓練を、コロナ禍においても継続

するため、「旭区ご近助マニュアル」を活用した訓練実施を促進する

ほか、訓練資機材を拡充し自治会町内会単位の防災訓練の実施を支援

（訓練支援：通年　資機材拡充：５月　マニュアル増刷：８月）

・地域防災拠点において避難所運営の支援を行う職員の初動体制を確立

するため、職員が携行する防災バッグ等必要物品を整備（９月）

・区役所災害対策物品等の購入、地域防災拠点備蓄資機材の修繕（随時）

区庁舎用AEDのリース、緊急地震速報機器のリース等（随時）

・公用携帯電話をスマートフォンへ切り替え、情報伝達手段の強化（７月）

【参考】｢広報よこはま あさひ区版９月号｣にて防災に係る特集記事を掲載予定

３　防災講演会（総務課）【159千円】

・新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、区民を対象とした防災意識

向上及び最新防災情報の提供

実施時期：11/６　　実施場所：旭公会堂

４　災害ボランティア連絡会補助事業（総務課）【150千円】

・災害ボランティア連絡会の活動に対する補助金の交付

・地域防災拠点運営委員会における災害ボランティア受入要領ＤＶＤの活用

活動内容：災害ボランティア受入れ能力向上のための研修開催等

補助金交付時期：７月頃

５　  帷子川未改修区間カメラ管理事業（総務課）【1,570千円】

・ 河川改修途中の帷子川流域設置のWEB監視カメラ（１か所）の維持管理

・ 通信回線の切り替え工事（３Ｇ回線をＬＴＥ回線に切り替え）

設置箇所：帷子川・大栗橋付近

・地域防災力向上事業（総務局）

地域防災力向上のため、区地域防災拠点運営委員会連絡協議
会に対する防災訓練等の経費補助や、町の防災組織に対する
自主防災活動の経費補助を行います。

事 業 概 要
　地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の向上を目的
に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報受伝達の円滑、迅速な
体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。

執 行 計 画

・区の「災害に強い人・地域」をつくる取組に対する予算配付（総務局）

区民の自助・共助を啓発する取組、町の防災組織や学校など
が行う防災・減災行動を支援する取組に対し予算配布します。

関連する主
な区配事業

Ⅱ－１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

執 行 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

11,369 千円 10,208 千円 1,161 千円

拡

拡
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６　 災害時医療事業（福祉保健課）【647千円】

・医療救護隊巡回診療用資器材の整備

・区内医療関係団体、災害拠点病院、その他関係機関等による連絡会議の開催

（年１回）、及び訓練の実施

７　 福祉避難所開設・運営支援事業（高齢・障害支援課）【140千円】

・初動対応訓練及び開設・運営訓練への支援

・福祉避難所に関する区民向け広報啓発

高齢者や障害者等の自力避難が困難な方々(災害時要援護者)

の安否確認や避難支援等が円滑に行われるよう、日頃から

の地域の自主的な支え合いの取組を支援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　56回
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施 １回
・災害時医療関係施設開設状況報告訓練の実施　年１回
・福祉避難所連絡会の開催 ２回

Ⅱ-１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

執 行 計 画

・福祉避難所連絡会開催（２回）

関連する主
な区配事業

【担当：高齢・障害支援課、福祉保健課】

・災害時要援護者支援事業（健康福祉局）
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１　安全安心啓発事業　【261千円】

・あさひ安全安心フェアの実施（９/30　旭公会堂）

・地域防犯活動支援事業（市民局）

地域の防犯活動に対する支援を行うため、啓発用の物品

の製作・配布を行います。

２　地域防犯推進事業【3,110千円】

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金の交付

（防犯活動費に対し１／２補助　上限あり）

連合自治会町内会（上限）50,000円

自治会町内会　　（上限）20,000円

　・振り込め詐欺対策電話機等購入費補助金の交付

（機器購入費に対し３／４補助　上限あり）

広報よこはま６月号、

７月号特集記事に掲載

・防犯灯維持管理事業（市民局）

　自治会町内会所有の防犯灯維持管理のため、維持管理に

かかる費用を補助します。

３　こども安全安心事業【928千円】

・こども110番の家・車事業（110番の家実行委員会への補助金を交付）

・区内小学校の新入生に防犯ブザーを配布（約2,100個）

製作：２月、配布：４月

事 業 達 成
指標・目標

412 千円

事 業 概 要

　防犯・防災・交通安全が一体となった安全・安心意識啓発事業を行うととも
に、自主防犯活動団体への支援を行い、「自らのまちは自ら守る」意識を高
め、安全で安心なまちづくりを推進する地域防犯推進事業を行います。また、
子どもたちの安全確保のため、区内各所に子ども110番の家・車を指定し、新小
学１年生への防犯ブザー配布により、犯罪予防に活用するこども安全安心事業
を行います。

執 行 計 画

関連する
主な区配
事業

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
　連合・単会あわせて50団体以上／256団体
・子ども110番の家　1,550軒以上、車1,200台以上

関連する
主な区配

事業

Ⅱ－２ 地域安全安心普及推進事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

4,281 千円 3,869 千円

(功労者表彰 防災・防犯・交通安全・美化）

拡 (暴力追放

キャンペーンの様子)

（振り込め詐欺対策用電話機）

この電話は振り込め詐

欺防止のため録音され

ます。

(交通安全ポスター表彰）

19



１ 高齢者交通安全対策事業【471千円】

・旭区交通安全シルバーリーダー連絡協議会代表者会議開催(年２回)

・旭区全体研修会開催(５月)

（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施主体である

旭区老人クラブ連合会と協議のうえ中止）

・交通安全キャンペーンへの参加

・シルバーリーダー養成研修会の実施（11月）

・交通安全教室（スケアードストレイト）の実施（11月）

２ スクールゾーン対策事業【4,730千円】

・対策協議会への助成

・対策協議会で要望が出された項目への対応

路面表示の新設、更新

注意を喚起する標識（蛍光幕・固定バンド）の配付

・旭区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配付

・交通安全教室の充実（使用物品の更新）

３　違法駐車追放等対策事業【368千円】

・違法駐車追放等地区協議会への助成

・自転車マナーアップ事業（道路局）

駅周辺に自転車等放置防止監視員を配置し、駐輪場への誘導、

安全等適正利用への指導啓発を行います。

・スケアードストレイト方式による交通安全教室（道路局）

区内の中学校でプロのスタントマンが実際に起きた交通事故の

模様などを再現して事故の怖さを実感する交通安全教室を実施

します。

Ⅱ－３ 交通安全対策事業 地域振興課 

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

5,569 千円 5,596 千円

事 業 達 成
指標・目標

▲27 千円

事 業 概 要
　旭区内の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、高齢者交通安全対
策、スクールゾーン対策及び違法駐車追放対策を実施します。

執 行 計 画

・交通弱者（高齢者・子ども）に重点を置いた人身事故件数の減
・道路交通法改正の趣旨の周知による交通安全思想の普及

関連す
る主な
区配事
業

(スケアードストレイト）(夏の交通安全運動の様子）

(ランドセルカバー）
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１　食の安全安心サポート事業【351千円】

・新型コロナウイルス感染症予防や食中毒予防のための衛生講習会実施

・一般区民向けに感染症及び食中毒予防と手洗いの重要性を啓発

  二酸化炭素計を用いた換気状況調査、ルミテスターの活用等

２ 新  飼い主のいない猫対策事業【826千円】

・飼い主のいない猫の問題解決のために活動するボランティアの育成

・猫侵入防止機器の貸し出し

・ボランティアのTNR
＊
活動に対する支援

＊TNR：飼い主のいない猫の繁殖を抑え、自然淘汰で数を減らして

行くことを目的に、捕獲(Trap)し、不妊去勢手術(Neuter)

し、元のテリトリーに戻す(Return)こと。

３　災害時ペット対策等啓発事業【60千円】

・啓発DVDや災害時ペット対策展示物を活用したペット同行避難

訓練の支援　（５拠点）

・狂犬病予防注射集合会場等での啓発チラシの配布（４月）

・ペットの飼い主へのマナー向上の啓発

４　ハチ駆除サポート事業【134千円】

・ハチ駆除講習会の実施（６月）

・ハチ駆除ボランティア連絡会の実施（６月～）

・高齢者等へのハチ駆除支援

Ⅱ－4  安全で安心な食と生活環境支援事業 生活衛生課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,371 千円 655 千円

事 業 達 成
指標・目標

716 千円

・HACCPの考え方に基づく衛生管理ができている店舗数（500店舗）
・TNR実施地域（町内会単位）（10地域）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（５拠点）
・ハチ駆除講習会（１回）
・ハチ駆除ボランティア連絡会（２回）

　安全で安心な食と生活環境づくりのため、新型コロナウイルス感染症対策を
踏まえた飲食店や食事ボランティア等への衛生対策啓発を行います。また、飼
い主のいない猫についてTNR活動を推進していきます。そのほか、災害時に備え
たペット同行避難等の支援や飼い主への啓発を実施します。

・小規模飲食店等にHACCPの考え方に基づく衛生管理導入支援

・新しい生活様式やガイドラインに対応した店舗運営等の啓発

事 業 概 要

執 行 計 画

・改正食品衛生法の周知及びそれに基づく手続きの啓発
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Ⅲ　魅力発信、水・緑・花・スポーツ・文化によるつながりを推進

１　Web広報事業【1,154千円】

・「広報よこはま あさひ区版」WEB版、旭区役所ツイッターに市・区等の

行政情報を掲載

・区役所全体の広報力・発信力の強化を図るため、職員研修の開催や

撮影機材の整備

２　旭区便利帖さんさんガイド発行事業【1,881千円】

・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため「旭区便利帖

さんさんガイド」を２年分20,000部作成（隔年発行）

執 行 計 画

Ⅲ－１ 旭区広報事業 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,035 千円 2,006 千円 1,029 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・広報研修を年３回実施 ・ツイッターを１日１投稿
・区役所、二俣川駅行政サービスコーナー、区内地区センターで20,000部配布

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。
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１　区運営方針の広報等【775千円】

・運営方針・主要事業について、広報あさひ区版や区ホームページへの

掲載、地域での説明等による周知・広報

２　まちづくり調整（総合行政の推進）【2,425千円】

・ＳＤＧｓの理解促進・情報発信の取組

・慶應義塾大学ＳＦＣ研究所ヘルス・ランニングデザイン・ラボとの連携

事 業 達 成
指標・目標

・広報あさひ区版６月号において、運営方針及び区内主要事業紹介を掲載
約100,000部発行

・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月～６月
・地区連合定例会等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合
・ＳＤＧｓ特設サイトにおいて記事や小冊子等を掲載　通年
・ＳＤＧｓ啓発の実施

(0) 千円

事 業 概 要
　区が取り組んでいく事業等について、運営方針・主要事業としてまとめ、区
民の皆様へ情報提供を行います。また、各施策・事業を円滑に進めるため、関
係機関との調整を行います。

執 行 計 画

関連事業
ＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業

【2,000千円】

・企業、大学、NPOなど、新たなパートナーとのマッチングを促進する
ため、ＳＤＧｓ特設サイトを活用し、地域課題の解決にチャレンジする
実践者（団体）の取組を紹介する記事や小冊子等を作成。

・団体による取組の輪を広げるため、各団体のTwitter等を活用してＳ
ＤＧｓへの貢献をＰＲ。

旭区におけるＳＤＧｓの視点による地域課題の解決に向けた取組につい
て、慶應義塾大学ＳＦＣ研究所ヘルス・ランニングデザイン・ラボと連
携して旭区のSDGｓを推進

Ⅲ－２ 区政運営推進費 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,200 千円 3,200 千円
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１　あさひの逸品事業（区政推進課、地域振興課）【1,240千円】

・「あさひの逸品」のＰＲ

　あさひの逸品キャンペーンの実施、区ホームページの活用

　あさひの逸品紹介冊子の改定

２　旭区魅力・ライフスタイル等発信事業（区政推進課）【500千円】

相鉄都心直通化やコロナ禍による郊外部への注目度の高まりを機に、

主に子育て世代の定住人口の獲得を目指し区の魅力を発信。

・相鉄沿線４区で制作した動画を各種媒体でＰＲ。

・令和３年２月に発行・配布をした旭区ウェルカムガイド

「ASAHI Style」の効果検証を実施。

【参考】

・こども自然公園の魅力向上に向けたパークマネジメントプラン策定

の検討（Park-ＰＦＩなどの公民連携手法の検討を含む）

３　　　あさひのつながり応援補助金

　　　（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【600千円】

・地域課題の解決に向けて、トライアルで事業を立ち上げようとする

　地域活動団体に対し、補助金を交付

・活動の検討段階から伴走支援することで、気軽に地域活動を

　スタートし、より身近な地域でつながりづくりや支え合いの取組が

　広がることを目指す。

４　横浜国際園芸博覧会へ向けた機運醸成【50千円】

・横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会（令和３年７月１日設立予定）

を支援し、機運醸成の取組を実施。

執 行 計 画

あさひ魅力発見事業

事 業 概 要

　「あさひの逸品」認定商品のＰＲ、文化・観光スポットの整備・発信を
行うことで、旭区の魅力発見や愛着度向上及び経済活性化を目指します。
　また、相鉄・東急直通を見据え、主に子育て世代に向けた区の魅力発信
を実施し、定住人口の獲得を目指すとともに、地域のつながりづくりの取
組を支援します。

Ⅲ－３
区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,216 千円 3,416 千円 ▲200 千円

新

ウェルカムガイド
「ASAHI Style」

新新
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５　あさひ文化観光資源発信事業（地域振興課）【416千円】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースで「新・あさひ散歩」掲載コースを

中心に実施

(1)史跡・標柱

・平成30年度に整備が完了した標柱を利用しウォーキングコンテンツ

の作成

標柱に設置したQRコード（令和元年度から設置）からより詳しい

史跡情報、区内見どころを発信できるようにホームページ等を充実

・新規標柱の設置、既存標柱の修繕

新規標柱設置必要箇所の調査及び設置

既存標柱の経年劣化等による修繕必要箇所の調査及び修繕

(2)ウォーキング事業

・あさひ散歩ウォーキングマップ作成支援

・毎月１回開催(７､８月は休み)：年７回実施(４､５､６月は【中止】)

６　旭区グリーンロードの管理等（地域振興課）【410千円】

・案内サイン修繕費（書き換え、台帳整備等）

事 業 達 成
指標・目標

・あさひの逸品キャンペーンの実施
・プロモーションツールの作成
・標柱QRコード設置完了
・ウォーキング事業を実施

Ⅲ－３ あさひ魅力発見事業
区政推進課
地域振興課

執 行 計 画

【参考】
　2022年の大河ドラマで旭区ゆかりの武将（畠山重忠）が取り上げられる
ことになりました。それを契機に、神奈川県やNHKと連携しながら旭区の文
化・歴史的魅力を発信していきます。

（矢畑・越し巻きの標柱の様子）

拡⼤写真
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１　広報事業【300千円】

２　その他

・横浜FCのあさひ区民DAYに区内商店が店舗出店

Ⅲ－４ 商店街振興事業 地域振興課 

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

300 千円 300 千円

・商店街PR動画を区ホームページ等で配信

事 業 達 成
指標・目標

(0) 千円

事 業 概 要 　旭区の商店街を区民や来街者に広く周知し、商店街振興を推進します。

執 行 計 画

・区内の商店街の場所、特長、イベント情報の紹介と、「あさひの逸
品」の紹介をあわせた冊子を３年度も継続して配布

関連する
主な区配

事業

・横浜市商店街活性化イベント助成事業（経済局）

横浜市内の商店街が実施する地域の賑わいを創出する
イベントを支援するため、一部費用を助成します。

商店街PR動画の視聴数1,000回以上

冊⼦「もぐもぐあさひの逸品わく
わく商店街」(H30年度改訂版)

あさひの朝市
あさひの逸品店舗の販売

商店街PR動画
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１　地場野菜直売イベント【72千円】

２　地場野菜の収穫体験イベント【82千円】

３　農業体験事業【568千円】

地産地消を推進するため、地域の情報発信及びＰＲ活動の

経費を配付します。

Ⅲ－５ 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

722 千円 722 千円

事 業 達 成
指標・目標

(0) 千円

事 業 概 要
　区庁舎での地場野菜販売、地場野菜の収穫体験イベント、土づくりから栽
培・収穫まで一通り体験ができる農業体験事業を通じて、区内農業を区民に広
く周知し、地産地消を推進します。

執 行 計 画

・毎月第４木曜日に区役所１階や区民利用施設にて、旭区で採れた新鮮な野
菜を販売する「あさひの朝市」を実施

     区民利用施設での開催日
６月（希望が丘地区センター）、10月・１月（開催場所調整中）

・親子で手軽に旭区の農業に触れ、農業を身近に感じる機会を提供する
ため、年に２回(７月・12月) 「旭ふれあい収穫祭」を実施。
協力：都岡地区恵みの里

・野菜作りの初心者を対象に、畑の土づくり・
種のまき方・肥料 のやり方など、年間を通
して本格的な野菜づくりを体験できる事業を
市の土地を利用して実施.
・体験者数12組を予定

広報よこはまで募集。４月～12月体験期間。
夏野菜と冬野菜を体験。

関連する
主な区配

事業

・身近に農を感じる地産地消の推進事業（環境創造局）

・地場野菜直売イベントの開催
・参加者アンケートによる満足度80%以上

市の⼟地を利⽤した畑の様⼦

・区内農産物を周知するため、窓口・イベント等で直売所マップを配布

旭ふれあい収穫祭の様⼦あさひの朝市の様⼦
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１　ホタルの舞う里づくり（区政推進課）【280千円】

・専門家の指導のもとホタルの飼育、学習会、鑑賞会、幼虫の放流会等

【令和２年度実績】

２　ふるさとの川環境学習（区政推進課）【320千円】

・区内小学校の５年生（５校）を対象に、帷子川と環境をテーマとした

学習会を地域のNPOや企業と協働で実施。

・令和２年度は、事前撮影した映像を使用し、オンラインで実施。

令和３年度も新型コロナウイルス感染症の状況によって

オンラインでの実施に切替。

【実績】

・帷子川の生き物の水槽展示（区役所１階）

３　温暖化対策推進（区政推進課）【705千円】

・「楽しくお家でエコ！実践講座」の講義動画を旭区ホームページ上で

動画配信

・旭区地球温暖化対策・３Ｒ夢推進協議会の実施

【参考】主な温暖化対策取組実績

・公用車としてFCV（燃料電池自動車）、EV（電気自動車）を使用

・ '19横浜旭ジャズまつりや相鉄ロックオンミュージック2019で

ＥＶを電源供給として使用

・太陽光パネルの設置

鶴ケ峰地域ケアプラザ、笹野台地域ケアプラザ、旧若葉台西中学校等

対象人数 約600人 約480人 約430人 約400人 約300人 約350人

事 業 概 要
水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策に貢献する暮らしを
推進して、「ふるさと旭」の魅力を高めます。また花いっぱい事業を通して魅
力あるきれいな街づくりを推進します。

執 行 計 画

を実施。令和２年度から新たに旭北地区で実施。

5実施校数 6 6

実施年度 27年度

旭北
旭北地区連合自治会、上白根町内

会、上白根小学校 令和元年

ヘイケ

区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

5,777 千円 4,742 千円 1,035 千円

Ⅲ－６  水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業

有

実施地区 実施主体 開始時期 ホタルの種類 飛翔の有無

若葉台 若葉台ほたるの会、星槎中高等学校 平成17年

有

元年度

57

２年度30年度

5

28年度 29年度

ゲンジ
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４　緑のカーテンづくり推進（区政推進課）【632千円】

・区民の参加を促進するために、栽培手順を記載した資料と苗を、新型

コロナウイルス感染症拡大防止に配慮した形で配布

・民間保育園、幼稚園、認定こども園における緑のカーテン用資材の提供

・市立保育園・小中学校での緑の創出・育成事業(環境創造局)

市立小・中学校に緑のカーテン用資材を提供

・公共施設・公有地での緑の創出・育成事業（環境創造局）

旭区総合庁舎へ緑のカーテンを設置

５　花いっぱい事業（地域振興課）【3,840千円】

・自治会町内会等に対し、年２回花苗を配付

・配付した花苗を活用し、意欲的に地域課題の解決に取り組んでいる自治会

　町内会等を表彰

・区役所・空閑地や公園等の緑化を推進

自治会町内会等への花苗配布の様子 区役所花壇の手入れの様子

・街の美化運動事業【540千円】

・クリーンタウン横浜事業【1,518千円】

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]における緑化推進事業

公共施設における緑の創出・育成支援

Ⅲ－６  水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業
区政推進課
地域振興課

事 業 達 成
指標・目標

関連する
主な区配

事業

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

（環境創造局）

・ホタルの自生を目指す地区　２地区
・帷子川環境学習を実施　５校
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の実施　６回
・緑のカーテン栽培資材配布　１回
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　30園

関連事業
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１　地域活動のつどい【180千円】

・自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象に功労者を決定

・各連合自治会町内会長より推薦され対象となった方へ感謝状と記念品を贈呈

・毎年12月の区連会開催日に表彰式を実施

２　自治会町内会長感謝会【1,126千円】

・10年以上の会長は、市長表彰

・年度末の市長表彰式後に実施

３  自治会町内会への依頼物品配送【2,105千円】

・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に配送

４　加入促進のＰＲ【400千円】

自治会町内会が行う公益的な事務・事業に要する経費の

一部を補助します。

自治会・町内会館の整備に関する費用の一部を補助

します。

Ⅲ－７ 自治会町内会活動支援事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,811 千円 3,811 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・自治会町内会活動の活性化
・自治会町内会との円滑な連携関係の形成

0　千円

事 業 概 要

　一定の地域に住む住民によって組織され、住民相互の親睦や地域の諸課題を一
緒に解決し、明るく住みやすい街づくりを目指す自主的民主的な任意団体である
自治会町内会との円滑な連携関係の構築を図るとともに、自治会町内会活動のPR
等を通じた活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。

執 行 計 画

・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年
在職者を表彰

・リニューアルした加入促進チラシ等による自治会町内会への加入促進

関連する主
な区配事業

・地域活動推進費（市民局）

・自治会町内会館整備費補助事業（市民局）

(未加入者向け加入促進セット) (加入促進チラシ）

(３年３月10日 旭区自治会町内会長表彰式)
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　　旭ふれあい区民まつり【3,300千円】

「ASAHIオンラインフェスティバル2020」として開催

・協賛金：76万円

・出演団体

団体発表出演団体：39団体

団体ＰＲ出演団体：42団体

リモート合唱出演団体：45組

商店街PR動画出演団体：６団体

Ⅲ－８ 旭ふれあい区民まつり 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,300 千円 3,300 千円

【２年度実績】

事 業 達 成
指標・目標

・来場者数　55,000人以上
・区民まつり出店団体数　70団体以上
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる
可能性があります。

(0) 千円

事 業 概 要
　旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、区民や公益的団体の活動ＰＲの場
を提供し、区民とのふれあいや旭区の魅力の発信、ふるさと意識の高揚を
はかります。

執 行 計 画

・10/10　開催

・旭ふれあい区民まつり実行委員会に対し、補助金を交付

 場所：鎧の渡し緑道、鶴ヶ峰公園、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車
場、旭区役所、旭公会堂等

　内容：ステージイベント、他都市物産展、模擬店コーナー、
健康フェア、団体ＰＲコーナー、体験コーナー、
フリーマーケット、リサイクルフェア、ミニ商店街、
屋外ステージ、あさひくんコーナー等

・２年度は12/18から12/26にWEB上で

３年度は「Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2021」との連携参加型イ
ベントや、親子世代向けのステージイベントの実施を検討

（団体発表） （団体PR）
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１　着ぐるみや画像データの貸出事業【220千円】

２　普及啓発物品作成事業【740千円】

Ⅲ－９ 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

960 千円 1,080 千円

「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業

事 業 達 成
指標・目標

▲120 千円

事 業 概 要

　旭区マスコットキャラクター「あさひくん」を通じ、区民が旭区に愛着
を持ち、旭区と区民のつながりを深めるとともに地域の活性化、旭区の魅
力を再発見していただくきっかけづくりとなるよう、「あさひくん」を活
用します。
また、「あさひくん」を区内外に広め、旭区の魅力発信の一端を担うとと
もに、旭区への関心の高まりに寄与します。

執 行 計 画

・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出を実施
・着ぐるみ修繕及びクリーニングを実施

・「あさひくん」を活用した普及啓発
（広報よこはま旭区版へのあさひくん４コマ漫画掲載）　年５回

・貸出　年間80件（画像　60件、着ぐるみ　20件）
※新型コロナウイルス感染症対策を講じた貸出を実施(着ぐるみは貸出制限を
設定中）

【参考】令和２年度の事業状況

・「あさひくん」を区内外に広めるための啓発を実施。
・新規イラスト作成を支援
・ホームページ等での情報発信
・各種啓発実施のため、広報よこはま旭区版への「あさひくん４コマ

漫画」掲載

ASAHIオンラインフェスティバル2020への参加（予告動画）

折り紙『あさひくんの折り方』をホームページで公開
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１　街の美化清掃【158千円】

・街の美化推進功労者表彰

あさひ安全・安心フェアにおいて、町の美化活動に寄与した個人・

団体を表彰（９月）

・鶴ヶ峰（鶴ヶ峰駅～旭区役所）地区周辺を各月１回地元町内会、商店街、

区役所職員が協働で早朝清掃を実施

２　不法投棄防止対策事業【328千円】

・不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの作製及び

配布

・夜間（21:00～５:00）に不法投棄されないよう、不法投棄の連絡が多い

地区において委託業者によるパトロールを実施（１月～２月）

・不法投棄警報装置維持・管理

警報装置により、夜間の不法投棄者に対して警告を実施

３　土壌混合法普及啓発事業【54千円】

・区役所・公共施設・イベント等で土壌混合法講習会を開催するほか、

要望に応じて出張講習会も開催

・花いっぱい事業【3,840千円】

(水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業）

・クリーンタウン横浜事業【1,518千円】

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業（資源循環局）

・落書き防止活動支援事業（市民局）

落書き対策のため、消去用物品の貸出を実施

・地域と協働した清掃活動の実施　22回

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動や不法投棄防止対策を実施す
ることで、清潔できれいな街づくりを推進します。

Ⅲ－10 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

540 千円 704 千円

街の美化運動事業

▲164 千円

執 行 計 画

関連事業

関連する主
な区配事業

３Ｒ夢啓発のため、広報活動及び啓発物品の配布を実施

事 業 達 成
指標・目標
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１  旭区民スポーツ祭事業【2,400千円】

・旭区民スポーツ祭実行委員会に事業補助金を交付

・連合地区対抗で10種目を競う旭区独自の総合スポーツ競技大会

・各地区で予選を行い（地区大会）、地区代表チームで区大会を開催

・６月～11月の期間に区内各地で区内の小学生から高齢者までを対象

に実施

・スポーツ祭参加の「楽しさ」を共有し、

地域のつながりを生むことや無観客での

実施も想定し、公開用の記録映像を制作

２　スポーツ協会事業【400千円】　

・旭区スポーツ協会（13部により構成）に

  補助金を交付し、活動を支援

・各種競技会の企画・運営・実施

・審判・指導者研修会やスポーツ教室を実施

３　旭区大なわとび大会事業【353千円】

・旭区大なわとび大会実行委員会に事業補助金を交付

・各地区で予選を行い、１月下旬に旭スポーツセンターにて大会開催

・予選は区内各地で９月～12月の期間で区内の小学生等を対象に実施

４　その他事務費【218千円】

　・新型コロナウイルス感染症対策として、アルコールやフェイスシールド

等を購入

事 業 達 成
指標・目標

▲1,302 千円

スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及び地域の
連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域の活性化を図りま
す。各種事業はスポーツ推進委員を中心に、地域や旭区スポーツ協会などの関
係団体と連携して運営される、地域に定着したイベントです。

・旭区民スポーツ祭参加者総数　 10,000人
・大なわとび大会参加者総数　　 1,650人
  ＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性もあ
ります。

※まん延防止等重点措置のため、開催時期

を延期し、競技種目について、再度検討。

（通常の開催期間は、６月から11月）

事 業 概 要

執 行 計 画

Ⅲ－11 区民スポーツ事業 地域振興課 

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,371 千円 4,673 千円

(「旭区民スポーツ祭」の様子)

(「旭区大なわとび大会」の様子)
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１　文化芸術活動支援事業　【2,022千円】

旭区内で実施される文化芸術イベントを支援

・対象事業を公募し、審査を経て支援対象となった事業へ、補助金交付、

広報支援等を実施

・新たな賑わいと文化の創出のため、新規団体向け支援を実施

・新たな発表の場づくりを支援

２　横浜旭ジャズまつり支援事業　【2,000千円】

・実行委員会議へ参加し、企画・運営支援、補助金交付等を実施

※新型コロナウイルス感染症の影響により１年間再延期（３年度開催見送り）

第30回　来場者数約1,600人　　出演者数約400人

３　旭区文化振興会事業　【1,770千円】

・３年度で41回目を迎える旭区民文化祭を実施（12事業実施予定）

・文化事業総来場者数　20,000人

Ⅲ－12 文化芸術による心の豊かさ推進事業  地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

5,792 千円 5,792 千円

事 業 達 成
指標・目標

(0)　千円

事 業 概 要
　旭区民に身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の実現を図るため、
適切な感染症対策を行い、文化芸術活動支援事業、横浜旭ジャズまつり支援事
業及び旭区文化振興会事業を実施します。

執 行 計 画

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる

（参考）

可能性があります。

第30回横浜旭ジャズまつりの様⼦（令和元年７⽉）
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　拡　市民活動支援センター事業【1,363千円】

・市民活動・生涯学習に係る相談や機材の貸出し、研修室等の提供

・市民活動団体の活動を発展させるため、研修等自主事業の実施

・３年度自主事業

①人材発掘・育成に関する事業

②登録団体支援に関する事業

③人材バンク支援に関する事業

④旭区内区民利用施設の連携に関する事業

⑤認知度向上に関する事業

Ⅲ－13 「みなくる」自主事業活動費 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,363 千円 990 千円

事 業 達 成
指標・目標

373 千円

事 業 概 要
　区民の自主的な市民活動・生涯学習活動を支援するため、旭区市民活動支援
センター「みなくる」は、地域に根ざした運営を目指し、区民の様々な要望に
応えながら、活動の拠点としての役割を果たしていきます。

執 行 計 画

・アンケート等による各自主事業参加者満足度80％以上

高齢者のためのインターネット活用講座のほか自主企画講座の実施

２年11月「初めてのＳＮＳ講座」の様子 ２年11月「アンガーマネジメント講座」の様子

２年11月「薬膳・養生講座」の様子 ２年12月「整理・収納講座」の様子

関連する
主な区配

事業

・市民活動支援センターの機能強化の取組み（市民局市民協働推進課）

市民活動支援センターの「コーディネート機能の強化」に関する取組
を支援するため経費を配付します。
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１　旭区中学生ビブリオバトル大会【105千円】

元年度に初めて開催したビブリオバトル（※）の第２回大会を実施。

区内公私立中学校の在校生や区内在住の中学生を対象とし、読書を通した

交流を図る。第２回大会ではオンラインでの開催を検討しています。

（※「人を通して本を知る。本を通して人を知る」をキャッチコピーに

　　広がっている、本の紹介コミュニケーションゲーム）

２　読書活動推進講演会及び講座【55千円】

読書にちなんだ講演会や講座を実施することで、区民の読書活動に対して

啓発・支援を行う。

・絵本の読み聞かせに係る区民向け講座等の実施

・旭区のいきいき人間登場（読書に関わる区民の方の講演）　　他

３　読書活動推進事業【140千円】

元年度に改定した旭区読書活動推進目標に沿った事業を進める。

・読書活動推進のためのパンフレット等の増刷

・読書好きの集まる交流会やワークショップの開催

・絵本で子育て支援（区内の公共施設に絵本を配布し、ボランティア

によるお話し会を開催）

・旭区中学生ビブリオバトル大会への区内全中学校の参加

・旭区読書活動推進目標の推進

Ⅲ－14  読書活動推進事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

300 千円 300 千円

事 業 達 成
指標・目標

(0) 千円

事 業 概 要
　区役所・図書館・学校・読書関連施設が連携し、幅広い世代の区民の読書活
動の推進を図ります。さらに、読書活動団体と協働し、イベント等を実施する
ことで読書に親しみ、読書を楽しむ機会を拡大します。

執 行 計 画
第１回 旭区中学生ビブリオバトル大会の様子（令和元年11月30日）
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Ⅳ　「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」郊外部モデルの推進

１　まちづくりに関する検討　　【3,100千円】

【現状・課題】

・「横浜市都市計画マスタープラン旭区プラン」において、希望ヶ丘駅を

生活拠点駅と位置づけているが、具体的なまちづくりの動きはなかった。

・４年度下期予定の相鉄・東急直通線の開業や旧上瀬谷通信施設の土地

利用、国際園芸博覧会の開催など、周辺のまちづくりの大きな動きがある

【これまでの経緯】

〇元年度

・ヒアリング等によるまちの魅力、課題等の整理

・４つの取組の方向性（案）の設定

〇２年度

・連合自治会を中心に、まちの将来像を検討

・地域課題の解決を目指す駅周辺の地権者による検討会に自治会関係者

　の参加を誘導し、まちづくりコーディネーターを派遣

・地域の活動団体の調査

【令和３年度実施内容】

・自治会町内会や活動団体等と共に、将来像

　及び実現に向けた具体的な取組の検討

・各種団体が共同で議論できる体制づくりの

　支援

・引き続き、地権者による検討会へのまちづくりコーディネーター

　の派遣などの支援

・地域が主体となって検討を進める将来像と取組（構想）の検討

希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,100 千円 3,000 千円

Ⅳ－１

事 業 達 成
指標・目標

100 千円

事 業 概 要
　相鉄・JR直通線開業など、将来に向けたまちづくりの大きな動向を踏まえ、
希望ヶ丘駅周辺の課題を解決し、まちの魅力を高めるため、地域が主体となっ
て検討を進める将来像と取組（構想）の検討を行います。

執 行 計 画

地権者による検討会の様子

（２年10月）
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１　まちづくり方針の具体化【1,000千円】

これまでの取組成果（まちづくりの方針の検討・策定、推進体制の整備等）

を踏まえて、持続可能なまちづくりに向けて地域主体の取組を

推進します。

【実施内容】

・若葉台団地・左近山団地

企業・大学等と連携したSDGｓに資する取組について、地域による

主体的な取組を支援

・ひかりが丘団地・西ひかりが丘団地

地域福祉保健計画の議論を踏まえた推進体制の充実

２　学校跡地の活用等【1,000千円】

学校跡地については、民間活力による後利用を図っていきます。その際、

地域活動の拠点機能を誘導し、地域主体による団地再生の取組の持続化

を目指します。

【実施内容】

・若葉台団地において学校跡地の活用を検討

【参考】

・左近山小高小学校跡地は、令和２年度に活用の方向性を決定したので

　今後、事業を所管する局が公募に向けて検討

・ひかりが丘小学校跡地は、元年度に旭区が取りまとめた地域ニーズを

　踏まえ、今後、財政局が公募を検討

・まちづくりの取組や体制整備、情報発信の充実事 業 達 成
指標・目標

▲2,000 千円

旭区の大規模団地再生において地域との協働で進めているまちづくり方針の具
体化や学校跡地活用の検討を更に推進し、事業の最終年度として、地域主体の
まちづくりとして自立することを目指します。

事 業 概 要

Ⅳ－2 SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

2,000 千円 4,000 千円

執 行 計 画
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Ⅴ　着実に推進する取組

１　ＣＳ向上事業【500千円】

(1)人権啓発研修

・人権啓発指導者研修（責任職対象）、職員人権啓発研修（職員対象）

・人権啓発講演会（区民及び職員対象）

(2)応対スキルアップ研修

・異動職員等を主な対象とし、挨拶や話し方といった外部講師による

　基礎的な応対マナーの向上を図る研修を実施

・希望する全職員を対象とし、職員の応対力向上のためクレーム対応

　研修等の職員の応対レベルに合わせた多様な研修を実施

【参考】令和２年度取組状況

新型コロナウイルス感染症予防の観点からグループワーク等を避け、

講義型研修やYoutube限定配信等、実施方法を工夫したうえで開催。

２　ＥＳ向上事業【200千円】

・庁内の公募・推薦により集まった職員で構成する旭区改革推進委員会

　が、「新たな生活様式に則した課題解決等」を中心とした活動を実施

・委員会の活動により、職員同士が課を越えて知識や親睦を深め、業務

　の円滑化につなげるとともに、現状に則した業務改善等を目指す。

【参考】令和２年度取組状況

他課職員との交流、業務改善が前提である改革推進委員会は、新型

コロナウイルス感染症予防を鑑み、中止。

　ICT活用を中心とした若手による新たな手法について、課を超えて共有

するプロジェクト「若手による新たなスタイル創造PJ」へ転換し実施。

事 業 達 成
指標・目標

(0)　千円

事 業 概 要

　お客様満足度（ＣＳ）及び職員満足度（ＥＳ）を向上させることを目的に、
職員を対象とした人権啓発研修及び応対マナー研修を開催します。
　また、現場意見を生かした職場環境及び事務改善の取組を、公募・推薦で集
まった庁内横断プロジェクトメンバーにより実施します。

執 行 計 画

・基礎的な応対マナー（異動者対象）の開催、対象者の９割以上の参加
・改革推進委員会の事業により、「よい影響があった」及び「ややよい影響が
　あった」と感じる職員の割合が８割以上（アンケート調査による評価）

Ⅴ-1  チーム旭で進める満足度向上事業 総務課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

700 千円 700 千円
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一時託児サービス事業【974千円】

（１）開室時期

・毎日開室…８月、11月、１月、３月

・乳幼児健診実施日のみ開室…４月、５月、６月、７月、９月、

10月、12月、２月

（２）開室時間

・午前開室日：８時45分～12時15分

・午後開室日：12時15分～15時45分

・１日開室日：８時45分～15時45分

※こども青少年局からの区配予算を加えて実施

事 業 概 要
　区役所に来庁する乳幼児を伴った区民が、安心して乳幼児健診や行政相談、各
種手続きが行えるよう、保育協力者による乳幼児一時預かりを、旭区役所庁舎内
の託児室「ぱおぱおるーむ」において実施します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・行政手続きを効率的に行えるよう、乳幼児及び従事者の健康に配慮し、新型コ
ロナウイルス感染症対策を十分に講じた上での安全な運営

（一時託児の様子） （一時託児で使用されるおもちゃ）

執 行 計 画

 Ⅴ－２ 一時託児サービス事業 総務課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

974 千円 917 千円 57 千円

41



１　区民ニーズ迅速対応事業【8,960千円】

・来庁者の要望や旭区改革推進委員会からの提言などを受け、早急に取り組む

べき課題に関して迅速に対応

【実施内容】

区民ニーズに応える庁舎の修繕及び環境改善

２ 新 ＩＣＴ環境整備事業【1,000千円】

・新型コロナウイルス感染症予防のために対面での実施が難しくなったセミ

ナー・イベントの継続を目的として、ＩＣＴ環境を整備

　【実施内容】

セミナー・イベント等のオンライン形式での開催等に向けたハード面の整備

・区庁舎の施設・設備改修による来庁者や職員の満足度の向上

〇　オンライン会議

（7月～３月　250回）

区長、副区長、各課長、各係長会議等、各研修等

自立支援協議会各種会議、養育支援強化事業に関する会議

区レベル地域ケア会議　他

〇　旭区地域生活支援フォーラム　（高齢障害支援課　令和２年12月13日）

例年、公会堂で開催しているフォーラムをオンライン上で開催した。

申込者数は、約200人。（昨年は180人）

〇　ＡＳＡＨＩオンラインフェスティバル　2020　

（地域振興課　令和２年12月～令和３年３月21日）

区内各団体の発表の場として開催。

商店街PR動画をはじめとした96本の動画を配信し、34,000回以上のサイト

閲覧があった。（３月21日終了時点）

出演団体 団体発表出演団体：39団体 団体ＰＲ出演団体：42団体

リモート合唱出演団体：45組 商店街PR動画出演団体：６団体

〇　あさひみらい塾　（区政推進課　令和３年１月）

連続講座の一つをオンライン講座とした。

参加者は、40人

令和２年度主なオンライン等活用例

Ⅴ－３ 区民に身近で信頼される区役所事業 総務課

事 業 概 要

　旭区総合庁舎は竣工してから約50年が経過し、施設の老朽化により、施設・設備の利便
性や快適性に課題が生じています。そこで、庁舎に関するお客様等の要望を受け止め、庁
舎環境の改善やお客様サービスの向上を図ります。また、新型コロナウイルス感染症対策
としてニーズの高まっているオンライン会議等に対応していくため、ICT環境の整備を進
めます。

増▲減

1,539 千円

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算

9,960 千円 8,421 千円
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Ⅵ　統合事務事業費

【課別内訳】 （単位：千円）

Ⅵ－(1) 統合事務費 総務課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

26,675 千円 26,705 千円 ▲30 千円

事 業 概 要 　区役所各課の運営に係る事務経費を取りまとめた事務費です。

執 行 計 画

課　名 Ｒ３予算 Ｒ２予算 主な執行内容

総務課 4,480 4,521 区役所運営に係る事務費　他

区政推進課 359 359 広聴事業等に係る事務費

地域振興課 973 973 地域振興課・区民利用施設事務費

戸籍課 3,288 3,367 戸籍課事務費

福祉保健課 1,308 1,308 民生委員・児童委員関係事務費　他

高齢・障害支援課 2,057 2,057 高齢・障害支援課事務費

こども家庭支援課 1,463 1,463 こども家庭支援課事務費

生活支援課 12,130 12,040 生活支援課事務費

土木事務所 617 617 土木事務所運営に係る事務費

合　計 26,675 26,705

43



広報紙発行事業【9,477千円】

・広報よこはま あさひ区版を毎月発行。自治会・町内会、駅ＰＲボックス

等を通じて区民に配布

・広報よこはま発行事業（市民局）

広報よこはまの配布を依頼している自治会・町内会などへ

謝金を支払います。

相談事業【2,057千円】

・弁護士による法律相談を、毎週木曜日、毎月第２・４火曜日、

奇数月第３火曜日に実施

・上記のほか、司法書士、税理士、公証人、民事調停相談員、行政書士、

交通事故相談員、行政相談委員による専門相談を実施（予算執行なし）

【相談枠数】
民事調停手

続

24

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

執 行 計 画 関連する
主な区配
事業

令和２年度予算 増▲減

2,057 千円 2,038 千円 19 千円

事 業 達 成
指標・目標

・広報アンケートにて、「読みやすい」などの高評価を継続

事 業 概 要 　区民の日常生活の様々な困りごとについての専門相談を開催します。

執 行 計 画

Ⅵ－(2)
－１

広報よこはま あさひ区版発行事業 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

9,477 千円 9,015 千円 462 千円

Ⅵ－(2)
－２

広聴・相談事業 区政推進課

予 算 額
令和３年度予算

交通事故 行政相談

事 業 達 成
指標・目標

法律相談等の専門相談を開催することで、多くの区民の不安解消、問題解決に
寄与

３年度
予定枠数

462 132 30 44

行政書士

　当日先着順のため
　予定枠数なし

法律 司法書士 税務 公証
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街の美化清掃【1,518千円】

・ポイ捨て禁止啓発

美化推進重点地区（鶴ヶ峰・二俣川駅周辺）において、清掃業者や

福祉団体等への清掃委託に変更、啓発及び簡易清掃を実施

１　地区活動助成金【616千円】

・旭区内で活動する消費生活推進員の地区活動（16地区）への支援

・各地区活動では、悪徳商法防止に関する啓発講座の開催や地域の見守り

活動への参加を実施

・環境に配慮した購買活動の推進を実施

・情報誌の発行・回覧などの広報活動を実施

２　消費者大学開催費【119千円】

・一般区民に向け、広く関心のあるテーマで啓発講座を年２回実施

（学識経験者や専門家などを講師に招き、区全体を対象とした講座）

３　委嘱式開催費【50千円】

・消費生活推進員委嘱式を実施（２年に１回）

・消費生活推進員活動事業（経済局）

横浜市消費生活推進員地区代表の地区活動のまとめ役とし

ての活動費用を補助します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指標・目標

旭区内16地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施
※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性があります。

関連する主
な区配事業

785 千円 735 千円 50 千円

事 業 概 要
　消費者トラブルや消費生活の知識を身につけた「消費生活推進員」を委嘱
し、活動への支援や講座の開催等を通じて、区民の知識を深め判断力を養うこ
とにより、「消費者トラブルに遭わない、安全な地域づくり」を推進します。

Ⅵ－(2)
－３

クリーンタウン横浜事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,518 千円 1,860 千円 ▲342 千円

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て禁止啓発を実施
し、清潔できれいな街づくりを推進します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指標・目標

・清掃活動の実施　230回

Ⅵ－(2)
－４

消費生活推進事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減
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緊急時情報システム運用事業【880千円】

・四半期に１回程度の配信訓練を実施し、受信・応答操作の習熟を図る。

・平常時には、地域関連情報（区民まつり等大規模イベントの中止など）の発信
に活用する。

注：令和元年度までは区局連携促進事業（局予算）
予 算 額

事 業 概 要
　台風や集中豪雨等による、がけ崩れや浸水の被害等が予想される場合などにお
いて、一斉に電話を発信できるシステムを運用し、情報受伝達手段の多様化を図
ります。

執 行 計 画

・身近な伝達手段である電話を活用して、メールやインターネット等の未利用者
にも、一斉に情報を伝達することで、情報受伝達の多様化を図る。

・風水害等の災害時に避難勧告などの防災に関する緊急情報を迅速に伝達する。

・必要に応じ、受信者の情報を収集する機能（プッシュボタン）を活用すること
で、災害時の避難行動等の把握を行う。

▲2 千円880 千円 882 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区連会等を通じて連長及び自治会町内会長等の登録を促進
・災害発生時等における運用
・試験配信訓練の実施　４回

Ⅵ-(2)
-５

緊急時情報システム運用事業 総務課

令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減
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スポーツ推進委員事業【4,705千円】

・３年４月の第33期スポーツ推進委員の委嘱に伴い、ユニフォームを支給

　・横浜市スポーツ事業（横浜マラソン、トライアスロン大会等）への協力

　・区内スポーツ行事(旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会等)の運営及び

　　協力

　・各地区での運動会の実施等のスポーツ普及や、さわやかスポーツの普及

　　推進

「新しい生活様式」を踏まえた事業展開や連絡協議会の運営を図ります。

・旭区青少年指導員連絡協議会に事業補助金を交付

・旭区青少年指導員連絡協議会地区会長会議を実施

・青少年向けイベントを開催

・旭区こども写生大会(中止）

・旭区親子野外自然体験活動（11月）

・旭区学校音楽祭（12月）

・研修会、講習会(10月開催）

・あさひ青指だよりを作成（年１回）

社会環境健全化事業【90千円】

・全市一斉統一行動パトロール活動、

　全市統一行動キャンペーン活動、社会環境実態調査を実施

事 業 達 成
指標・目標

・青少年指導員事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

Ⅵ－(2)
－7

青少年指導員事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

3,061 千円 5,262 千円

Ⅵ－(2)
－６

スポーツ推進委員事業 地域振興課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

4,705 千円 2,278 千円 2,427 千円

　スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協
力のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立
案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開しています。
また、各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業について協
力します。

▲2,201 千円

事 業 達 成
指標・目標

　青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域と
連携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施します。

青少年指導員事業【2,971千円】

事 業 概 要

事 業 概 要

執 行 計 画

執 行 計 画

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,000人
＊新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容に変更が生じる可能性が
あります。

　・旭区スポーツ推進委員連絡協議会に対し事業補助金を交付し、活動を支援

（親子野外自然体験活動(11月)の様子）

（令和２年度）

47



学校・家庭・地域連携支援事業【1,830千円】

・学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成のために行う活動に対し

交付金を交付（対象:中学校区実行委員会12団体、１団体あたり14万円まで）

・各中学校区実行委員会や青少年団体等相互の情報交換を図るため、実践

交流会を実施

１　健康フェア【180千円】

・区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する

情報提供や相談活動を区民まつりに合わせて実施

（10月・区民まつり同日開催）（令和２年度はパネル展等を実施）執 行 計 画

0

Ⅵ－(2)
－8

学校・家庭・地域連携事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,830 千円 1,830 千円 (0) 千円

　学校、家庭及び地域が連携し、それぞれが持つ教育機能を発揮することで、次
代を担う青少年が自立心をもち、人間性豊かに育つことを目的とします。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区内すべての中学校区で学校・家庭・地域連携による青少年の健全育成の活動
を実施

・中学校区実行委員会による事業実施、実践交流会（１回）開催
＊新型コロナウイルス感染症の影響により実施内容に変更が生じる可能性があり
ます。

事 業 概 要

事 業 概 要
旭区と区内の保健・衛生にかかわる団体が連携し、地域に根ざした自発的な健康
づくりを促進することにより、区民の健康づくりを支援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・健康フェア実行委員会による事業実施　健康フェア（１回）開催

Ⅵ－(2)
－９

健康づくり月間事業 福祉保健課

予 算 額

令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

180 千円 180 千円
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Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

　旭区総合庁舎、二俣川行政サービスコーナー、旭区市民活動支援センター、

土木事務所、公会堂、地区センター等旭区内の区民利用施設における管理運営を

行います。

【施設内訳】 （単位：千円）

区庁舎・区民利用施設修繕費 9,945 11,699 区庁舎、土木事務所、各区民利用施設修繕費

合　計 677,823 677,706

503,023
地区センター、こどもログハウス、区民文
化センター、老人福祉センター、コミュニ
ティハウス、区スポーツセンター　他

広場・遊び場 2,070 2,070 子どもの遊び場、スポーツ広場の運営費

土木事務所管理運営費

公会堂 26,948 26,970 公会堂管理運営費

旭区市民活動支援センター「みなくる」運営費

117 千円

主な執行内容

区庁舎、公用車等運営管理費

行政サービスコーナー 11,122 11,122 二俣川駅行政サービスコーナー運営費

事 業 概 要

執 行 計 画

事業名 Ｒ3予算 Ｒ2予算

区庁舎等 101,737 101,436

市民活動センター 11,072 10,932

土木事務所 11,000 10,454

地区センター他 503,929

Ⅶ－１ 区庁舎・区民利用施設管理費
総務課

地域振興課
土木事務所

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

677,823 千円 677,706 千円
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【現状と課題】

・高齢化の加速、子育て世代の減少により、地域活力低下への

強い危機感

・新型コロナウイルス感染症拡大によるオフィス環境の変化や

働き方の変化により、郊外部に「働く場」としての新しい

可能性

【令和３年度実施内容】

・働く場創出に向けた事業可能性調査やオフィス設置運営事業者等への

ヒアリングを行い、旭区でのオフィス立地の可能性や事業スキームの

検討を行います。

【令和４年度以降の方向性】

・令和３年度の検討を踏まえ、今後のビジネス機能の立地誘導に

つなげます。

Ⅷ－１ 郊外部における働く場の創出事業 新規
区政推進課

（連携局：経済局）

予 算 額
令和３年度予算 令和２年度予算 増▲減

1,000 千円 0 千円 1,000 千円

事 業 達 成
指標・目標

・事業可能性調査の実施

事 業 概 要
相鉄・ＪＲ直通線や相鉄・東急直通線の開業により、ビジネス機能の立地ニー
ズの高まりが期待されることから、働く場創出に向けた検討を行うことによ
り、今後のビジネス機能の立地誘導につなげていきます。

執 行 計 画

50



Ⅸ　旭区で企画する主な区配事業

Ⅸー1 地域におけるSDGｓ未来都市の推進事業（温暖化対策統括本部）

【事業概要】

　SDGｓの達成に繋がる具体的な取組の検討及び実施、郊外部の地域と連携した

「SDGｓ未来都市」を体感する取組を実施する温暖化対策統括本部の区配事業です。

　旭区では、若葉台団地や左近山団地において実施してきた、多様なパートナーシップによる

複合的課題の解決について、地域の主体的な取組として自立することを目指します。

【自立化に向けた取組の経緯】

・県公社やまちづくりセンターとの協働事業に位置付け、フロント事業の体制を整備

・旭区SDGｓ特設サイトを活用し、企業等の提案を公募する仕組みの立ち上げ

・地域主体のシティプロモーションに向けたワークショップや魅力発信のツールづくり

【執行計画】

・子育て世帯の流入促進など事業誘致の展開

・ヨコハマSDGｓデザインセンターとの連携強化

・地域主体のシティプロモーションの仕組み化

【自立化に向けた取組の経緯】

・団地再生の取組の自立化について市民協働事業を活用して専門家を選定し

　提案の実現に向けて地域との協議を実施（計６回実施）

・大学生入居事業についてNPO法人オールさこんやまが大学生と連携し、

　よこはま夢ファンドを活用した寄付活動を展開し財源を確保

・大学生の参画を推進する仕組みの検討（横浜国大による全学年対象の実習の実施）

【執行計画】

・NPO法人オールさこんやまと専門家との３者協働により

　NPO法人の機能強化のための専門家の提案を実践

・UR都市機構と横浜国立大学を始めとした様々な団体と連携し

　大学生の自主的な活動の活性化を支援

　

【R3予算額：3,000千円R2予算額：4,000千円差引：▲1,000千円】

（１）若葉台団地におけるSDGｓフロント事業【1,000千円】

（２）左近山団地における大学生による地域支援事業【2,000千円】

コロナ禍で活動報告会を

Facebookでオンライン配信し、

400回近い視聴があった（令

和３年３月末時点）

横浜市「I・TOP横浜路線バス自動運転プロジェク

ト」の一環として、相鉄バスと群馬大学、日本モビリ

ティ(株)は、相鉄バスとして初めて公道での自動運転

バスの試験走行を実施（令和３年３月29日～４月９

日）。本試験走行の結果をもとに、公道の走行におけ

る問題点などを把握し、夏に予定している営業運行に

向け、研究を行っていく。

子育て世帯の流入促進につ

なげるため、若葉台団地に

おける中古住宅流通に関す

るオンラインセミナーを開

催。60名が視聴（令和３年

３月）

自動運転バスに地域住民が280名乗車

【参考】左近山団地における相鉄バスの自動運転プロジェクトについて
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地域活動の担い手不足に対応するため、地域活動を始めるきっかけづくりやつながりづ
くりの機会となる講座を実施し、新たな担い手の掘り起こしを目指します。
・対象：地域活動に関心のある方
・実施方法：先行事例の見学やグループワークを中心とした連続講座

（３）あさひみらい塾事業(区政推進課)【220千円】

Ⅸ-2 元気な地域づくり推進事業（市民局）
【Ｒ３予算額：2,046千円　　Ｒ３予算額：4,441千円　　差引：▲  2,395千円】

（１）きらっとあさひ地域支援事業（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【1,501千円】

（２）旭区元気な地域づくり推進事業（区政推進課）【325千円】

●地区担当制
・責任職がそれぞれ地区を担当し、協働による地域づくりを目指します。
・４月に全責任職及び転入職員に向けて研修を実施。地区担当連絡会を毎月開催。
●タウンミーティング
・地域課題について、地域と行政がともに考え、協働するため、17年度から継続して
実施。（２年度は、３地区で開催）

・３年度も、会場の規模に応じて参加人数を調整するなど、新型コロナウイルス感染症
対策を踏まえたうえで実施します。

・地域福祉の推進、高齢者の居場所づくりなど地域課題の解決に取り組む様々な
活動団体による新たな取組を支援するため、活動に必要な経費を補助します。

・対象：① ５人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が
新たに区内における地域課題解決に取り組む事業
→補助率10分の７を上限に補助金を交付

② ①かつ自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携、協働して取り組む事業
→補助率10分の９を上限に補助金を交付

・補助金上限額：１年目 30万円、２年目 20万円、３年目 10万円
※３年度から新規募集を行わず、２年目以降の継続団体に交付予定。

・交付団体間の交流や地域活動を行う団体以外の方への情報発信を狙いとして、
交付団体の活動をホームページにて紹介する。
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旭 区に係る予算のすがた（令和３年度一般会計予算）

　一般会計は、福祉、保健、道路・公園の維持管理など基礎的な行政サービスを行う会計で、主に市税（市民税
及び固定資産税など）が使われています。横浜市の一般会計の規模は2兆73億円ですが、このうち区が執行し
ている予算の規模（区の人件費を含む）は2,061億円です。この区が執行している予算に焦点をあてて、各区が
主に税金を用いて、どれだけの事務事業を行っているかを示します。

区づくり

7.4%

区配

62.3%

職員人件費

30.3%

自主

0.8%

統合事務事業

0.4%

区庁舎・区民利用施

設管理費

5.2%

区行政推進費

1.0%

区役所総務

3.6%

身近なまちづ

くり

11.1%

子育て支援

9.2%

生活保護関係

34.2%

その他福祉・

保健

4.2%

職員人件費

30.3%

旭区

130億
18区全体の

6.3%

旭区の予算の特徴 
 

令和３年度一般会計予算の中で、旭区の人件費を含む区が執行している予算の規模は、約 130 億円となっ

ており、18 区全体の予算のおよそ 6.3％を占めています。これは、単純に区民１人当たりに換算すると、５万３

千円を支出していることになります。 

そのうち、区が自律編成を行う「個性ある区づくり推進費」は約９億６千万円となっており、旭区に係る予算の

約 7.4％となっております。「個性ある区づくり推進費」の中でも「区庁舎・区民利用施設管理費」の割合が高くな

っています。 

区に係る予算の中でも大部分を占めているのは、局から予算配付を受け区が執行している「区配付予算」で、

旭区全体の約 62.3％に及びます。その中でも特に「生活保護」に係る予算は約 44 億円となっており、区配付予

算の半分以上を占めています。また、保育所の運営費や放課後児童健全育成など「子育て支援」に係る経費

は約 12 億円で旭区全体の 9.2％を占めています。「身近なまちづくり」として約 14 億円、旭区全体の 11.1％を

占めている予算は、土木事務所が執行する予算で、身近な道路・公園等の管理運営に係る経費となっており

ます。 

そのほか、旭区が各種事務事業を行うための人件費として約 39 億円、旭区全体の約 30.3％を占めておりま

す。 

 このように旭区の予算は、地域の課題やニーズに迅速かつきめ細やかに対応するための自主企画事業を始

め、局からの予算配付を受け、局に代わり区民生活に密着した福祉や保健、子育て、身近なまちづくりなど、区

民生活を支える重要な事務事業を担っています。 

 

注：各項目で四捨五入をしているため、合計額と一致しない場合があります。

区づくり

155 億円

区配

1,282 億円

職員人件費

625 億円

自主

18 億円

統合事務事業

8 億円

区庁舎・区民利用施設管理費

107 億円
区行政推進費

21 億円

区役所総務

92 億円

身近なまちづくり

198 億円

子育て支援

195 億円

生活保護関係

726 億円

その他福祉・保健

71 億円

職員人件費

625 億円

横浜市

18区全体
2,061億円

7.5%

62.2%

30.3%

0.9%

0.4% 5.2%

1.0%

4.5%

9.6%

9.5%

35.2%

3.4%

30.3%

旭
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主　な　事　業　内　容 （単位：百万円）

予算

960

104

51

678

127

8,078

466

83

19

7

357

1,439 （土木事務所が執行する予算です。）　　*下水道事業を含む 1,594 百万円

892

97

(155)

451

1,195

0

376

582

238

4,438

4,299

140

539

189

25

324

3,926

職員人件費 3,926

12,964 （※） 下　水　道　事　業　を　含　む 13,118 百万円

説明

地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細かく対応するための事業費です。

区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算個性ある区づくり推進費

分類

自主企画事業費

※年間を通じた概ねの配付額を算出していますので、あくまでも区に係る予算の大まかな全体像を示した内容となっています。
（現時点では区への配付額が未定のため、区へ配付する予定額を１８区均等配分したものや按分したものも含まれています）

その他

放課後キッズクラブ運営委員会への補助金等

（福祉保健センターが執行する予算です。）

小児医療費助成、児童手当・児童扶養手当の支給等

放課後児童健全育成

その他

生活保護等

生活困窮者自立支援

福祉・保健

障害者福祉

生 活 保 護
生活困窮者に対して、国の定める基準により、その困窮の程度に応じて扶助費を支給す
るための経費などです。（対象見込み世帯：約3,600世帯）

高齢者福祉

準用河川の維持管理や親水水路の維持管理などを行います。

※各項目で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定める基準に基づき、自立に向けた
包括的な相談支援を実施するための経費などです。

（福祉保健センターが執行する予算です。）

身体障害児・者の身体機能を補う用具、日常生活を円滑にするための各種用具の給付・
貸与を行うほか、障害状況等に合わせた住宅改造や自立支援機器の購入・取付に関わ
る経費の助成などを行います。

老人クラブへの助成や寝たきり高齢者等への日常生活用具の給付・貸与に関わる経費。
介護予防型のデイサービス事業（介護保険対象外事業）などを行います。

地域ケアプラザの管理運営経費や民生委員・児童委員の活動費の支給などを行います。

職員人件費

合　　計

総務局人事部労務課公表「令和３年度職員人件費予算の目安」より

その他

身近なまちづくり

保育が必要な乳児、幼児を保育する保育所の運営費

民間保育所運営

子育て支援

市立保育所運営

身近な公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良などを行います。

既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。

戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自治会・町内会組織助成などを行います。

道路修繕費等

河川維持管理費等

公園管理費等

下水道事業（※参考）

（福祉保健センター等が執行する予算です。）

一時保育や休日保育などを実施する民間保育所の運営費

道路の修繕や交通安全施設の整備・補修などを行います。

統合事務事業費
広報よこはま各区版の発行や各区市民相談、青少年指導員等の活動、生活保護及び戸
籍・住民登録等に係る経費です。

区庁舎・区民利用施設管理費 区庁舎や地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

統計調査費 各種統計調査を行うための経費です。

区役所の会計年度任用職員人件費や区役所との連絡調整等に係る経費です。

局からの予算配付を受け、区が執行している予算

区行政推進費

区配付予算

区役所総務費 （総務部が執行する予算です。）

賦課徴収費

広報費

市税の課税・納税に関わる償還金や還付加算金、納税通知書の作成や発送するための
経費などです。

「広報よこはま」や「県のたより」の配布謝金など、広報・広聴に係る経費です。
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